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　地方自治法及び可茂衛生施設利用組合監査基準に則り監査を実施したので、その結果を以下のと

おり報告する。

第１　監査の種類

　地方自治法第199条第４項の規定による定期監査

第２　監査の対象、実施場所及び日程

（１）監査対象 総務課、業務課、建設推進室

（２）対象年度 令和５年度執行分

（３）実施場所 ささゆりクリーンパーク　大研修室

（４）実施日程 令和６年４月１日から令和６年７月26日まで

第３　監査の着眼点

　地方自治法第２条第14項及び第15項の規定の趣旨に沿って、事務事業が法令等に従い効率的

かつ効果的に執行されているか、また、合理的で適正に執行されているかを主眼に実施するも

の。

第４　監査の主な実施内容

　被監査課において執行されている契約事務等の各種事務が、契約規則や会計規則、マニュア

ル等の内部統制に従って処理されているかの抽出試査並びに各課から収集した関係資料の内容

審査、ヒアリング、現場での実査を書記が事前に実施（予備監査）するとともに、予備監査結

果をふまえたうえで、監査委員が被監査課職員から直接説明を受け、口頭により質問するなど

の方法により実施した。

第５　監査の結果

　上記のとおり監査した限りにおいて、監査の対象となった事務は法令に適合し、正確に行わ

れ、最小の経費で最大の効果を上げるようにし、その組織及び運営の合理化に努めていること

が認められた。

　なお、軽微な事項については、監査時に改善するよう口頭で求め、その後の対応を含めて報

告を受けたため、その記述は省略する。今後は事務の執行にあたっては、次の要望事項に留意

のうえ、引き続き適正な執行に努められたい。

要望事項

  限られた財源を有効かつ計画的に活用する行財政運営をするため、一つ目として、継続的な

コスト抑制の意思を持ち、財政運営の健全性、透明性の確保をすること。二つ目として、法令

遵守の体制を保持し細部にわたり適切な説明責任を果たすこと。以上のことを念頭に置き、住

民の負託に十分応えられるよう更なる努力と研鑽を積まれることを要望する。


